
フィリピン市場の出遅れ顕著。戻りを試す段階へ。
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先週はIMFをはじめGDP成長率の見通しが相次いだ。6.2～6.4％成長の見込みで、20年も順当な経済活動が

見込まれる。良好なファンダメンタルズを確認できたことで、総合指数は回復に転じる確率が高まった。まだ下落
トレンド内での反転になるため、高値更新とはいかないものの、とりあえずP8000台への回復を目指すことになろ
う。ちなみに市場全体の平均PER（株価収益倍率）は現在、18倍弱で、過去10年間で最低水準となっている。最高
水準は2010年の36倍前後。中期で見れば、この乖離分だけ株価に上昇の余地があるといえる。

市場一刀両断 テクニカル売り一巡でP8000台への戻りを指向



アナリスト注目銘柄 PhilWeb Corporation (WEB)
（DMC)
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【注目材料】カンボジアがオンラインカジノを禁止したことで、フィリピンに関連業者が殺到する見通し。このメリットを大きく受ける
会社の一つとして注目。
【投資戦略】先週末に株価は急騰したものの、週足を見るとまだ安値圏を離脱したばかり。7月高値P4.36を抜いてくれば、極めて

大きな上昇相場入りとなる。ただ、まだトレンドが上向いていないため、目先は小幅波乱もありそうで、その中での突っ込みがあれ
ば絶好の仕込み場となる。6か月程度の中期で狙いたい。

Analyst’s Take: StrongBuy
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NEW！ 低リスク・高パフォーマンスの“UpDown投資”

読者が株長者になっていただきたいために開発
したのが“UpDown投資”。これは銘柄ごとに決ま
る「Bestテク」の確定足の判断で、寄付きに“買い
建て”、引けに“決済”するもの。日足なら1日、週
足で1週間だけの投資期間で、保有リスクは限ら

れる。一方でパフォーマンスは、通常のトレードよ
り多いケースも多々ある。
指数採用30銘柄のBuy判断銘柄。週足なので月

曜寄付きに買い注文を出し金曜引けで決済する
わけだ（ただしパフォーマンスは売買手数料など
を除外）。
下は右銘柄の過去のパフォーマンス例。
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妥当株価ロボ判断銘柄 Jollibee Foods Corporation.(JFC)

今週は「妥当株価ロボ（週足）」による銘柄抽出。

新たに妥当株価ロボに週足バージョンを追加
した。今週はこれを使って注目銘柄を絞り込
んだ。
割安感の強い「Value」を条件にしたところ、上
記7銘柄がヒット。この中で相場に動きの出て
きたJFCを選択した。

同社は今回初めて資本市場から資金調達を
実施。6億ドルのドル建て債券を発行しシンガ

ポール市場に上場させた。これが株価を刺激
しそうだ。
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単位売買金額一覧（1/24現在）
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